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御　

挨　

拶

　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
中
世
の
港
町
・
市
場
町
で
あ
る
草
戸
千
軒
町
（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
町
）

の
遺
跡
、
近
世
後
期
の
備
後
国
神
辺
（
現
在
の
福
山
市
神
辺
町
）
出
身
の
漢
詩
人
・
儒
学
者
・
教
育
者
で
あ
る
菅
茶
山
の
関
係
資
料
、

日
本
屈
指
の
古
地
図
資
料
を
集
め
た
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
広
島
県
の
歴
史
と
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
の
推
進
施
設
と
し
て
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
研
究
紀
要
は
、
調
査
研
究
の
成
果
を
広

く
公
開
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
研
究
紀
要
に
は
、
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
の
中
か
ら
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」
の
翻
刻
と
訳
注
、
広
島

頼
家
に
伝
わ
る
細
川
家
の
犬
追
物
と
上
覧
相
撲
の
図
に
つ
い
て
資
料
の
年
代
を
検
討
し
頼
家
に
伝
来
し
た
経
緯
に
関
す
る
考
察
、

二
篇
の
「
今
中
大
学
日
記
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
特
色
と
両
者
の
関
係
性
、
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
の
景
観
を

描
い
た
『
縮
景
園
図
巻
』
に
記
録
さ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
内
容
の
検
証
結
果
、
縮
景
園
の
景
観
を
描
写
し
た
『
縮
景
園
記
』
の
草

稿
で
あ
る
『
縮
景
園
記
稿
本
』
に
関
す
る
資
料
紹
介
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
中
か
ら
頼
山
陽
の
漢
詩
草
稿
の
訳
注
の
取
組
、
草

戸
千
軒
の
呼
称
に
関
す
る
一
考
察
の
七
編
の
論
考
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
当
館
の
調
査
研
究
活
動
に
御
支
援
・
御
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
書
が
今
後
と
も

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
発
刊
の
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
で
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
（
当
館
分
館
）

が
そ
の
存
在
を
公
表
し
（
1
）

、
令
和
四
年
三
月
に
概
要
を
報
告
し
た
（
2
）「

縮
景
園
記
稿

本
」（
図
1
、
図
6
。
）
に
関
す
る
資
料
紹
介
で
あ
る
。

1　
頼
春
水
著「
縮
景
園
記
」の
概
要

　

「
縮
景
園
記
稿
本
」（
以
下
「
西
本
本
」
と
い
う
。
）
は
、
頼
春
水
（
一
七
四
六
～

一
八
一
六
。
広
島
藩
儒
。
）
が
、
広
島
藩
主
浅
野
家
別
邸
の
庭
園
で
あ
る
縮
景
園
の
景

観
を
描
写
し
た
「
縮
景
園
記
」（
以
下
「
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
」
と
い
う
。
）
の
草
稿
で

あ
る
。
名
称
は
外
題
に
拠
る
。

　

頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
は
、
浅
野
重
晟
（
一
七
四
三
～
一
八
一
四
。
広
島
藩
主
在

任
一
七
六
三
～
一
七
九
九
。
）
が
広
島
藩
の
文
人
た
ち
に
縮
景
園
を
題
材
と
し
て
作
ら

せ
た
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
3
）

。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
四
月
十
九
日
に
頼
春
水
が

浅
野
重
晟
の
命
を
受
け
（
4
）

、
文
化
三
年
八
月
二
十
四
日
に
浅
野
重
晟
へ
完
成
本
を
提

出
し
て
い
る
（
5
）

。

　

本
文
は
「
一
」「
二
」「
三
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
，
こ
れ
に
「
附
録
」
が
付
け
ら
れ
る
。

本
文
第
1
部
に
当
た
る
「
一
」
で
縮
景
園
の
概
要
及
び
縮
景
園
内
の
中
核
施
設
で
あ

る
清
風
館
付
近
か
ら
望
ん
だ
縮
景
園
の
景
観
を
、
第
2
部
及
び
第
3
部
に
当
た
る
「
二
」

及
び
「
三
」
で
清
風
館
を
起
点
に
右
回
り
に
廻
遊
し
て
望
ん
だ
名
所
を
中
心
と
す
る

縮
景
園
の
景
観
を
描
写
す
る
。
ま
た
、「
附
録
」
は
縮
景
園
西
隣
の
「
流
芳
軒
」
地
区
を

紹
介
す
る
（
6
）（

図
5
参
考
）
。

　

完
成
本
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
頃
に
浅
野
家
が
刊
行
し

た
と
推
定
さ
れ
る
刊
本
（
7
）（

以
下
「
浅
野
文
庫
本
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
ほ
か
、
竹
原
の

　
「
縮
景
園
記
稿
本
」
に
つ
い
て　
―
新
発
見
の
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
草
稿
―

白　

井　
　

比
佐
雄

　

【
凡　

例
】

•
本
稿
の
内
容
は
、
白
井
「
速
報　

縮
景
園
図
巻
・
縮
景
園
記
稿
本
に
つ
い
て
」
公
益
財
団
法
人

頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
『
雲
か
山
か
』
第
一
二
一
号
（
令
和
四
年
。
以
下
「
速
報
」
と
い
う
。
）

の
内
容
と
一
部
重
複
す
る
。
本
稿
と
速
報
の
記
述
に
矛
盾
が
あ
る
場
合
は
本
稿
の
記
述
が

最
新
の
見
解
で
あ
る
。

•
本
稿
で
は
、
歴
史
的
な
浅
野
家
別
邸
敷
地
の
う
ち
濯
纓
池
を
中
心
と
す
る
庭
園
部
分
を
「
縮

景
園
」
、
縮
景
園
西
側
に
隣
接
す
る
「
流
芳
軒
」「
馬
場
」
及
び
「
弓
銃
演
場
」
そ
の
他
の
施
設
部

分
を
「
「
流
芳
軒
」
地
区
」
、
歴
史
的
な
浅
野
家
別
邸
敷
地
を
総
称
す
る
場
合
は
「
泉
邸
」
を
用

い
る
（
図
5
（
90
ペ
ー
ジ
）
参
照
）
。

•
本
稿
で
は
敬
称
は
省
略
し
た
。

•
寸
法
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
用
い
、「
セ
ン
チ
」
と
表
記
し
た
。

•
本
稿
執
筆
に
当
た
り
西
本
卓
氏
、
浜
本
緑
氏
、
広
島
県
立
美
術
館
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、

広
島
県
教
育
委
員
会
、
広
島
県
立
文
書
館　

西
向
宏
介
主
任
研
究
員
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館　

頼
祺
一
名
誉
館
長
、
花
本
哲
志
主
任
学
芸
員
及
び
渡
部
史
之
主
任
学
芸
員（
当
時
）の
指
導
助

言
、
協
力
を
得
た
。

「縮景園記稿本」 について　―新発見の頼春水著 「縮景園記」 草稿―
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春
風
館
に
は
頼
春
水
自
筆
と
思
わ
れ
る
草
稿
（
8
）（

以
下
「
春
風
館
本
」
と
い
う
。
）
が
伝

わ
る
。
ま
た
、
橋
本
吉
兵
衛（
一
八
六
二
～
一
九
二
四
）が
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）

に
書
写
し
た
稿
本
（
9
）（

以
下
「
橋
本
本
」
と
い
う
。
）
及
び
個
人
が
収
集
し
頼
山
陽
史
跡

資
料
館
に
寄
贈
し
た
稿
本
（
10
）（
以
下
「
倉
員
本
」
と
い
う
。
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

橋
本
本
の
底
本
は
西
本
本
と
推
定
さ
れ
（
11
）
、
倉
員
本
の
底
本
は
春
風
館
本
又
は
春
風

館
本
と
同
じ
段
階
の
草
稿
（
以
下
春
風
館
本
と
倉
員
本
を
総
称
す
る
場
合
は
「
春
風

館
本
系
草
稿
」
と
い
う
。
）と
推
定
さ
れ
る
（
12
）
。

2　
資
料
の
概
要

　

西
本
本
は
個
人
所
有
で
、
令
和
三
年
十
二
月
、
広
島
県
立
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
た
。

（
1
）　
伝
来

　

頼
春
水
が
作
成
し
保
管
し
て
い
た
本
で
、
頼
春
水
の
死
後
、
広
島
に
居
住
し
て
い

た
頼
春
水
の
子
孫
（
以
下
「
広
島
頼
家
」
と
い
う
。
）
の
下
か
ら
流
出
し
た
と
推
定
さ
れ

る
（
13
）
。
広
島
頼
家
か
ら
流
出
し
た
後
に
は
「
縮
景
園
図
巻
」（
14
）
と
二
巻
一
組
で
保
管

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
（
15
）
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
頃
に
「
縮
景
園
図

巻
」
と
同
一
装
幀
の
巻
子
装
に
改
装
さ
れ
た
上
で
「
縮
景
園
図
巻
」
と
同
じ
箱
に
納
め

ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
図
7
（
112
ペ
ー
ジ
）
。
）
。
な
お
、
同
じ
箱
内
に
は
広
島
頼

家
の
頼
古
楳
（
一
八
六
八
～
一
九
三
一
）
が
大
正
五
年
五
月
に
執
筆
し
た
跋
文
（
以
下

「
頼
古
楳
跋
文
」
と
い
う
。
）を
納
め
る
（
図
8
（
112
ペ
ー
ジ
。
）
）
。

（
2
）　
作
成
者

　

頼
春
水
自
筆
と
見
て
間
違
い
な
い
（
16
）
。

　

文
末
に
、
頼
春
水
の
落
款
二
顆（「
惟
完
頼
印
」（
図
2
）、「
松
風
竹
日
草
盧
」（
図
3
））

（
17
）
が
あ
る
が
、
両
印
と
も
現
存
す
る
頼
春
水
の
印
章
の
印
影
と
よ
く
一
致
す
る
た
め

（
18
）
、
い
ず
れ
も
、
頼
春
水
が
捺
印
し
た
も
の
で
は
な
く
、
頼
春
水
の
死
後
に
広
島
頼
家

の
者
に
よ
っ
て
捺
印
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
19
）
。

表 1　データ

名称 外　題 数量 寸法（墨付き、㎝） 材資料質、形状

縮景園記
稿本

縮景園記
稿本

1 巻
縦 27.4

横255.0*
紙本墨書（書体　楷書）、巻子装、表紙題箋貼付け、

料紙楮紙12枚貼継（見返し除く）　匡郭なし

＊各墨付紙 （①～⑦） の横寸法は次の通り　
   ①35.5　②34.4　③32.6　④34.4　⑤34.4　⑥34.4　⑦35.3

図 1（ 1）　縮景園記稿本（全体）

図 1（ 2）　西本本の構造　（○数字　墨付紙の紙数）

①②③④⑤⑥
頭書頭書

⑦

貼紙 落款
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（
3
）　
作
成
時
期

　

頼
春
水
が
執
筆
の
命
を
受
け
た
文
化
三
年
四
月
十
九
日
か
ら
、
完
成
本
を
提
出
し

た
文
化
三
年
八
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
、
特
に
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
の
間

に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
（
20
）
。

（
4
）　
保
存
状
態
等

　

冊
子
装
段
階
で
の
虫
損
等
は
見
ら
れ
る
が
、
保
存
状
態
は
概
ね
良
好
で
あ
る
。

（
5
）　
料
紙
の
形
状
、文
の
体
裁
等

　

基
本
デ
ー
タ
は
表
1
の
と
お
り
。
画
像
及
び
文
の
翻
刻
は
次
章
の
と
お
り
（
91
～

98
ペ
ー
ジ
）
。

ア　
料
紙
の
形
状
等

　

料
紙
は
十
二
枚
の
紙
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
、
う
ち
七
枚
が
墨
付
で
あ
る
（
図
1

（
2
）
）
。
紙
の
現
状
の
横
寸
法
は
三
十
二
・
六
～
三
十
五
・
三
セ
ン
チ
で
、
墨
付
第
②
紙

（
図
6（
2
））及
び
墨
付
第
④
～
⑥
紙（
図
6（
4
）～（
6
））は
三
四
・
四
セ
ン
チ
で
揃
っ

て
い
る
（
表
1
）
。
十
二
枚
全
て
同
質
の
紙
で
あ
る
が
、
種
類
は
不
明
（
21
）
。

　

各
紙
の
ほ
ぼ
中
心
に
折
痕
が
あ
り
、
作
成
当
初
の
西
本
本
は
、
表
紙
と
裏
表
紙
を

含
め
て
紙
九
丁
以
上
を
袋
綴
じ
し
た
、
竪
帳
の
冊
子
装
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

但
し
、
各
紙
左
右
端
に
綴
じ
痕
は
認
め
ら
れ
ず
、
改
装
に
当
た
り
、
紙
の
左
右
端
を
裁

断
し
て
い
る
。
な
お
、
墨
付
第
③
紙
の
右
端
は
他
の
紙
よ
り
一
行
分
（
「
二
」
と
記
し
た

行
。
一
・
八
セ
ン
チ
分
。
）
幅
広
に
裁
断
さ
れ
て
い
る
（
図
6
（
3
）
）
。

　

天
地
が
裁
断
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
不
明
。

　

巻
末
（
墨
付
第
⑧
紙
）
に
「
文
化
三
年
秋
七
月　

頼
惟
完
拝
撰
」
の
墨
書
（
本
文
と
同

筆
）を
記
し
た
紙
片
（
共
紙
）が
貼
付
さ
れ
て
い
る
（
図
6
（
8
）
）
。

イ　
文
の
体
裁
等

　

文
は
漢
文
、
紙
半
丁
あ
た
り
六
行
、
行
間
一
・
七
セ
ン
チ
、
一
行
あ
た
り
十
八
字
で

記
さ
れ
る
。
天
地
に
余
白
（
天
余
白
四
・
四
セ
ン
チ
、
地
余
白
二
・
二
セ
ン
チ
）
が
あ
る
。

書
体
は
楷
書
で
、
字
の
大
き
さ
は
一
・
二
セ
ン
チ
角
で
あ
る
。

　

字
右
下
に
細
字
で
カ
タ
カ
ナ
の
送
り
仮
名
、
同
じ
く
左
下
に
返
り
点
が
記
さ
れ
る
。

右
側
又
は
左
側
に
音
読
み
又
は
訓
読
み
を
示
す
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
字
も

見
え
る
。
右
側
に
訓
の
み
を
記
し
て
い
る
字
（
句
）
が
多
い
が
、
同
一
字
（
句
）
の
音
訓

を
一
緒
に
示
す
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
右
側
に
音
、
左
側
に
訓

を
示
す
。
竪
点
は
、
原
則
と
し
て
字
間
右
側
に
寄
せ
て
付
し
て
い
る
が
、「
遐
-観
」「
逕

-
二
ス

」「
列
-
植
（
ツ
ラ
ネ
ウ
ユ
）
」
等
訓
読
み
さ
せ
る
熟
語
に
つ
い
て
は
字
間
左
側
に

寄
せ
て
付
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
概
ね
四
～
六
字
毎
に
右
側
に
朱
合
点
が
打
た
れ
て
い
る
。
打
ち
方
に
規
則

性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

次
項
で
述
べ
る
、
字
間
右
横
に
細
字
で
挿
入
す
る
字
や
句
を
添
書
し
た
修
正
箇
所

に
お
い
て
、
送
り
仮
名
及
び
返
り
点
が
添
書
さ
れ
た
細
字
の
右
下
又
は
左
下
に
記
さ

れ
て
い
る
箇
所
（
墨
付
第
①
紙
12
行
、
墨
付
第
③
紙
9
行
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
送
り

仮
名
及
び
返
り
点
は
西
本
本
執
筆
後
直
ち
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
時
間
を
置

い
て
、
修
正
が
施
さ
れ
た
段
階
で
記
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

図 2　「惟完頼印」
　　　（縮率 1： 1）

図 3　「松風竹日草盧」
　　　（縮率 1： 1）
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ウ　
文
に
対
す
る
修
正

　

文
に
は
三
十
一
か
所
に
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
次
章
3
（
1
）
及
び
（
2
）
ア
表

2
）
。
修
正
に
は
、
削
字
の
上
貼
紙
を
貼
付
し
て
書
き
替
え
た
例
（
十
三
か
所
）
、
字
右

横
に
細
字
で
代
わ
り
の
字
を
添
書
し
た
例
（
六
か
所
）
、
字
間
に
墨
白
丸
記
号
で
挿
入

位
置
を
示
し
た
上
で
字
間
右
横
に
細
字
で
挿
入
す
る
字
や
句
を
添
書
し
た
例
（
七
か

所
（
う
ち
一
か
所
抹
消
）
）
や
、
字
や
句
を
墨
で
抹
消
し
た
例
（
二
か
所
）
、
句
を
墨
で
抹

消
し
た
上
で
代
わ
り
の
句
を
右
横
に
添
書
し
た
例
（
一
か
所
）
が
あ
る
。
本
文
に
墨
白

丸
記
号
で
挿
入
位
置
を
示
し
た
上
で
、
挿
入
す
る
文
を
頭
書
し
た
箇
所
は
二
か
所
あ

る
（
墨
付
第
④
紙
（
図
6
（
4
）
）
、
墨
付
第
⑤
紙
（
図
6
（
5
）
）
）
。
な
お
、
送
り
仮
名
や
振

り
仮
名
に
は
修
正
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

前
述
修
正
に
は
、
字
間
右
横
に
細
字
で
挿
入
す
る
字
や
句
を
添
書
し
た
後
に
墨
で

抹
消
し
た
箇
所
（
墨
付
第
⑤
紙
4
行
）
が
あ
り
、
各
修
正
の
施
行
に
時
間
差
が
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
。

　

前
述
修
正
は
、
春
風
館
本
系
草
稿
又
は
浅
野
文
庫
本
へ
の
修
正
内
容
の
反
映
の
有

無
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
分
類
で
き
る
。

　　
　

　

前
述
墨
付
第
⑤
紙
4
行
に
加
え
ら
れ
た
修
正
は
第
1
次
③
修
正
の
後
で
第
2
次
②

修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
第
2
次
修
正
は
第
1
次
修
正
の
後
、
時
間
を
お
い
て

見
直
し
を
し
た
上
で
施
行
さ
れ
た
修
正
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、
竪
点
は
第
1
次
修
正
よ
り
前
、
返
り
点
等
は
第
1
次
又
は
第
2
次
修
正
の

後
に
付
さ
れ
て
い
る
（
墨
付
き
第
①
紙
12
行
挿
字
）
。

（
6
）「
縮
景
園
記
」執
筆・推
敲
過
程
に
お
け
る
西
本
本
の
位
置
付
け

　

西
本
本
で
は
墨
付
第
⑧
紙
に
別
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
奥
書
が
、
春
風
館
本
系
草
稿

で
は
本
文
に
続
い
て
記
入
さ
れ
、
浅
野
文
庫
本
で
は
春
風
館
本
系
草
稿
と
同
様
に
翻

刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
本
本
が
春
風
館
本
系
草
稿
よ
り
早
い
段
階
の
草
稿
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
体
裁
や
文
が
既
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初

期
の
草
稿
を
推
敲
し
た
後
の
段
階
の
草
稿
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
西
本
本
、
春
風
館
本
系
草
稿
、
浅
野
文
庫
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
西
本
本
で

は
未
修
正
だ
が
春
風
館
本
系
草
稿
及
び
浅
野
文
庫
本
は
西
本
本
と
異
な
る
字
句
を
用

い
て
い
る
箇
所
（
十
か
所
。
以
下
「
1
類
相
違
点
」
と
い
う
。
）
又
は
西
本
本
は
未
修
正

で
か
つ
春
風
館
本
系
草
稿
と
西
本
本
は
同
じ
字
句
を
用
い
て
い
る
が
浅
野
文
庫
本
は

第
1
次
修
正　

�

春
風
館
本
系
草
稿
及
び
浅
野
文
庫
本
に
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い

る
修
正

　

第
1
次
➀
修
正　

削
字
の
上
貼
紙
を
貼
付
し
て
書
き
換
え
た
修
正

　

第
1
次
②
修
正　

字
や
文
を
墨
で
抹
消
す
る
修
正

　

第
1
次
③
修
正　

�

字
間
に
墨
白
丸
記
号
で
挿
入
位
置
を
示
し
た
上
で
字
間
右

横
に
細
字
で
挿
入
す
る
字
や
句
を
添
書
し
た
修
正

　

第
1
次
④
修
正　

字
右
横
に
細
字
で
代
わ
り
の
字
を
添
書
し
た
修
正

第
2
次
修
正　

�

春
風
館
本
系
草
稿
に
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
浅
野
文
庫

本
に
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
修
正

　

第
2
次
➀
修
正　

�

挿
入
す
る
文
を
頭
書
す
る
修
正

　

第
2
次
②
修
正　

�

字
や
文
を
墨
で
抹
消
し
代
わ
り
の
字
を
字
右
横
に
添
書
す

る
修
正

　

第
2
次
➂
修
正　

�

字
間
に
墨
白
丸
記
号
で
挿
入
位
置
を
示
し
た
上
で
字
間
右

横
に
細
字
で
挿
入
す
る
字
や
句
を
添
書
し
た
修
正
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西
本
本
及
び
春
風
館
本
系
草
稿
と
異
な
る
字
を
用
い
て
い
る
箇
所
（
五
か
所
（
第
2
次

①
修
正
内
の
相
違
点
を
含
む
。
）
。
以
下
「
2
類
相
違
点
」
と
い
う
。
）
も
認
め
ら
れ
（
次

章
3
（
2
）
ア
表
2
）
、
西
本
本
が
浅
野
文
庫
本
の
底
本
に
直
結
し
な
い
こ
と
も
明
ら

か
で
あ
る
。

　

春
風
館
本
系
草
稿
に
は
西
本
本
第
1
次
修
正
を
反
映
し
た
上
で
1
類
相
違
点
に
係

る
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
西
本
本
第
2
次
修
正
に
当
た
る
修
正
は
加
え
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
浅
野
文
庫
本
に
は
、
西
本
本
第
1
次
及
び
第
2
次
修
正
並
び
に

1
類
相
違
点
に
係
る
修
正
が
加
え
ら
れ
た
上
で
、
さ
ら
に
2
類
相
違
点
に
係
る
修
正

が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
本
本
は
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
執
筆
・
推
敲
過
程

に
お
け
る
主
た
る
草
稿
の
ひ
と
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
春
風
館
本
系
草
稿
の

系
統
は
西
本
本
か
ら
分
枝
し
た
系
統
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
4
）
。

　

な
お
、
西
本
本
の
振
り
仮
名
と
春
風
館
本
の
振
り
仮
名
に
は
異
同
が
あ
り
（
次
章

3
（
2
）
イ
表
3
）
、
春
風
館
本
作
成
の
過
程
で
読
み
方
に
つ
い
て
も
再
検
討
の
対
象

に
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
西
本
本
と
春
風
館
本
に
は
返
り
点
、
送
り
仮
名
や
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て

い
る
が
、
浅
野
文
庫
本
及
び
倉
員
本
に
は
返
り
点
、
送
り
仮
名
や
振
り
仮
名
は
付
さ

れ
て
い
な
い
。
完
成
本
の
返
り
点
、
送
り
仮
名
や
振
り
仮
名
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。

　

図 4　頼春水著「縮景園記」の執筆・推敲過程（推定）
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図 5　〔参考〕頼春水著「縮景園記」が紹介している名所の配置� ＊縮景園平面図（平成 3年）に加筆

迎暉峰

看花榻

泉邸敷地境界（ 年前後 推定）

銀河渓

平 川

（京橋川）

悠々亭

望春橋

縮景園―「流芳軒」地区境界（ 年前後 推定）

清風館

桜花巷
映波橋

香菜圃

有年場

霊迹壇

昇仙橋

臨瀛岡

楊柳橋

烟霞島

小蓬莱

祺福山

跨虹橋

濯纓池

緑蘋洲

蒼雪島

蘭舟島

第二閘

石蟾橋

明月亭

白龍泉

積翠巌

観瀾橋

楓林

攀桂

水心島

超然居

弄雲橋

錦繡橋

古松渓

流芳軒

第一閘？

菊花澗

地名 地名 地名

地名 地名

地名 地名

　【凡　例】　　　　縮景園の範囲（推定）　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　濯纓池汀線（19世紀初頭　推定）

　　　　　　　　　濯纓池内の島嶼（19世紀初頭　推定）　　 　　　　　　　　　　　　建物

　　　　　　　　　　　　　　　　「縮景園記」一で紹介している名所等の号

　　　　　　　　　　　　　　　　「縮景園記」二で紹介している名所等の号（枠付きは一及び二で紹介する名所等の号）

　　　　　　　　　　　　　　　　「縮景園記」三で紹介している名所等の号（枠付きは一及び三で紹介する名所等の号）

3　
翻
刻
及
び
他
本
と
の
比
較

（
1
）　
翻
刻

　

本
節
で
は
西
本
本
の
写
真
及
び
翻
刻
を
掲
示
す
る
。

　

【
凡　

例
】　

翻
刻

•
西
本
本
墨
付
紙
1
枚
に
つ
き
1
ペ
ー
ジ
を
当
て
、
ペ
ー
ジ
上
段
に
写
真
（
図
6
（
1
）
～
（
8
）
）

を
、
ペ
ー
ジ
下
段
に
翻
刻
文
を
示
し
た
。

•
写
真
は
、
各
墨
付
紙
の
折
り
目
痕
を
画
面
中
軸
に
配
し
、
前
後
の
ペ
ー
ジ
の
写
真
と
の
間
で

本
文
1
行
宛（
図
6
（
3
）は
図
6
（
2
）と
2
行
、
図
6
（
8
）は
図
6
（
7
）と
2
行
）
重
複
す
る

よ
う
に
画
角
を
定
め
た
。
重
複
さ
せ
た
行
の
翻
刻
は
示
し
て
い
な
い
。

　

縮
尺
は
不
定
で
あ
る
。

•
翻
刻
文
の
字
体
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

•
翻
刻
文
中
、
〇
印
を
付
し
た
字
又
は
句
は
、
削
字
し
た
上
で
貼
紙
を
貼
付
し
た
後
に
墨
書
さ

れ
た
字
又
は
句
（
第
1
次
①
修
正
）で
あ
る
。

•
翻
刻
文
中
、
二
重
抹
消
線
、　

印
又
は　

印
を
付
し
た
字
又
は
句
は
、
墨
線
に
よ
り
抹
消
さ

れ
た
字
又
は
句
（
第
2
次
①
修
正
）で
あ
る
。

•
墨
付
第
⑧
紙
翻
刻
文
中
、　

記
号
で
囲
ま
れ
た
範
囲
は
貼
紙
に
記
さ
れ
た
文
を
示
す
。

•
翻
刻
文
中
、
字
間
に
付
さ
れ
た
〇
記
号
は
、
字
又
は
文
の
挿
入
位
置
を
示
す
記
号
で
あ
る
。

•
虫
損
等
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
字
は
□
記
号
で
示
し
、
字
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
記
号
右

横
に
（　

）で
推
定
さ
れ
る
字
を
示
し
た
。
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（
墨
付
第
①
紙
翻
刻
）

図 6（ 1）　墨付第➀紙

縮

景

園

記

一

縮
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テ

岸
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加

之

禽

鳥
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下

雲
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掩
映

之

状

不

可

殫
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也

大
抵

池
ノ

之

北
邉

曲
渚

廻
灣

斷
岸

絶
辟

水
石

之

勢

竒
險
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図 6（ 2）　墨付第②紙
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図 6（ 3）　墨付第➂紙
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図 6（ 4）　墨付第④紙
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図 6（ 5）　墨付第⑤紙
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図 6（ 6）　墨付第⑥紙
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図 6（ 7）　墨付第⑦紙
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図 6（ 8）　縮景園記稿本（巻末）
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（
2
）　
春
風
館
本・倉
員
本
及
び
浅
野
文
庫
本
と
の
比
較
対
照

　

本
節
で
は
、
西
本
本
と
春
風
館
本
・
倉
員
本
及
び
浅
野
文
庫
本
を
比
較
し
た
結
果

に
つ
い
て
、
本
文
、
振
り
仮
名
の
別
に
表
に
し
て
示
す
。

ア　
本
文
の
比
較
対
照

　

西
本
本
本
文
と
春
風
館
本
・
倉
員
本
及
び
浅
野
文
庫
本
に
係
る
相
違
点
等
は
表
2

（
1
）
～
（
4
）
に
示
す
と
お
り
。

【
凡　

例
】　

表
2

　

【
西
本
本
欄
】

　
　

漢　
　

字　
　
　

削
字
の
上
貼
紙
を
貼
付
し
て
書
き
替
え
た
箇
所
（
第
1
次
①
修
正
）

　

漢0　
　
　
　

字0　
　

字
や
文
を
墨
で
抹
消
し
た
箇
所
（
第
1
次
②
修
正
）

　
　

（
漢　

字
）　
　
　

字
間
に
墨
白
丸
記
号
で
挿
入
位
置
を
示
し
た
上
で
字
間
右
側
に
細
字
で
挿
入
す
る
字
を
添
書
し
た
箇
所
（
第
1
次
③
修
正
）

　

漢
字　

〔
漢
字
〕　
　

字
右
横
に
細
字
で
代
わ
り
の
字
を
添
書
し
た
箇
所
（
第
1
次
④
修
正
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

字
間
に
墨
白
丸
記
号
で
挿
入
位
置
を
示
し
た
上
で
文
を
頭
書
し
た
箇
所
（
第
2
次
①
修
正
）

　

○　
　
　
　
　
　
　

頭
書
挿
入
位
置
（
第
2
次
①
修
正
）

　

漢
字

0

0

〔
漢
字
〕　
　
　

字
を
墨
で
抹
消
し
右
横
に
細
字
で
代
わ
り
の
字
を
添
書
し
た
箇
所
で
、
浅
野
文
庫
本
に
の
み
修
正
内
容
が
反
映
し
て
い
る
箇
所
（
第
2
次
②
修
正
）

　

漢
字
（
漢
字
）
漢
字　

�

字
間
に
墨
白
丸
記
号
で
挿
入
位
置
を
示
し
た
上
で
字
間
右
側
に
細
字
で
挿
入
す
る
字
を
添
書
し
て
い
る
が
、
浅
野
文
庫
本
の
み
挿
入
修
正
が
反
映
し
て
い
る
箇
所
（
第

2
次
③
修
正
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

西
本
本
で
は
未
修
正
だ
が
春
風
館
本
系
草
稿
及
び
浅
野
文
庫
本
は
西
本
本
と
異
な
る
字
句
を
用
い
て
い
る
箇
所
（
1
類
相
違
点
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

�

西
本
本
は
未
修
正
で
か
つ
春
風
館
本
系
草
稿
と
西
本
本
は
同
じ
字
句
を
用
い
て
い
る
が
浅
野
文
庫
本
は
西
本
本
及
び
春
風
館
本
系
草
稿
と
異
な
る
字
を
用
い
て
い
る

箇
所
（
2
類
相
違
点
）

　

【
春
風
館
本
・
倉
員
本
欄
及
び
浅
野
文
庫
本
欄
】

　
　

漢　
　

字　
　
　

西
本
本
で
削
字
の
上
貼
紙
を
貼
付
し
て
書
き
替
え
て
い
る
箇
所
（
第
1
次
①
修
正
）

　

漢△　
　
　
　

字△　
　

西
本
本
で
挿
入
修
正
し
て
い
る
箇
所
（
第
1
次
③
修
正
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

西
本
本
で
変
更
修
正
し
て
い
る
箇
所
（
第
1
次
④
修
正
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

西
本
本
頭
書
に
相
当
す
る
箇
所
（
第
2
次
①
修
正
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

西
本
本
で
文
字
を
墨
で
抹
消
し
右
横
に
細
字
で
代
わ
り
の
字
を
添
書
し
た
箇
所
で
、
浅
野
文
庫
本
に
の
み
修
正
内
容
が
反
映
し
て
い
る
箇
所
（
第
2
次
②
修
正
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

西
本
本
で
は
未
修
正
だ
が
春
風
館
本
系
草
稿
及
び
浅
野
文
庫
本
は
西
本
本
と
異
な
る
字
句
を
用
い
て
い
る
箇
所
（
1
類
相
違
点
）

　

漢　
　
　
　

字　
　

�

西
本
本
は
未
修
正
で
か
つ
春
風
館
本
系
草
稿
と
西
本
本
は
同
じ
字
句
を
用
い
て
い
る
が
浅
野
文
庫
本
は
西
本
本
及
び
春
風
館
本
系
草
稿
と
異
な
る
字
を
用
い
て
い
る

箇
所
（
2
類
相
違
点
）
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表
2
（
1
）　

西
本
本
本
文
、
春
風
館
本
・
倉
員
本
及
び
浅
野
文
庫
本
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
➀
紙
1
行
～
第
➂
紙
7
行
本
文
）

△

△

△

△
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「縮景園記稿本」 について　―新発見の頼春水著 「縮景園記」 草稿―

表
2
（
2
）　

西
本
本
本
文
、
春
風
館
本
・
倉
員
本
及
び
浅
野
文
庫
本
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
③
紙
9
行
～
第
④
紙
）

△

△

△

△
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表
2
（
3
）　

西
本
本
本
文
、
春
風
館
本
・
倉
員
本
及
び
浅
野
文
庫
本
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
⑤
紙
～
第
⑥
紙
）

△

△

△
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表
2
（
4
）　

西
本
本
本
文
、
春
風
館
本
・
倉
員
本
及
び
浅
野
文
庫
本
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
⑦
紙
～
第
⑧
紙
）
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イ　
振
り
仮
名
の
比
較
対
照

　

西
本
本
に
付
さ
れ
た
振
り
仮
名
と
春
風
館
本
に
付
さ
れ
た
振
り
仮
名
の
相
違
点
は

表
3
（
1
）
～
（
7
）
に
示
す
と
お
り
。

　

【
凡　

例
】　

表
3

•
本
表
は
、
西
本
本
振
り
仮
名
と
春
風
館
本
振
り
仮
名
が
異
な
る
箇
所
に
つ
い
て
、
西
本
本
と

春
風
館
本
の
該
当
箇
所
を
抜
粋
し
、
対
照
し
た
表
で
あ
る
。

•
本
表
中
、
西
本
本
と
春
風
館
本
で
異
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
字
、
字
句
又
は
該
当
箇
所
の
右

側
に　

を
付
し
た
。
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表
3
（
1
）　

西
本
本
振
り
仮
名
及
び
春
風
館
本
振
り
仮
名
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
➀
紙
1
行
～
11
行
）

墨
付
第
➀
紙

該
当
す
る
紙

の
位
置
（
西
本

本
）

行
１
字
右
下

行

～

字
左
右

行
６
字
右
下

９
行

～

字
右

８
行
６
～
７
字
左
、
８
～
９
字
左

７
行
９
～

字
左

６
行

～

字
右

４
行
４
～
５
・
６
～
７
字
左

４
行
３
字
右
下

３
行

字
右
下

２
行

字
右
下

該
当
す
る
行
、
字
の
位
置
（
西
本
本
）

如

也
…

ク
ハ
ツ

…
眺

豁

…
居

多

館
…

オ
ホ
シ

…
曳
キ

笻
ヲ

…

…

平

水

嘴
モ

…

ヒ
ラ
チ

キ
ハ

…

絶

辟

…

タ
カ
ク

ソ
ビ
ヘ

…
大

抵
…

茫

洋

瀰

漫

ヒ
ロ
ク

タ
タ
エ

一

山

地
ト

…

…
為

…
東
シ

…

西

本

本

如
ナ
リ

也
…

…

眺

豁

ナ
ガ
メ
ホ
ガ
ラ
カ

…
居

多
ナ
リ

館
…

オ
ホ
シ

ヒ
キ

ツ
エ
ヲ

…
曳

笻

…

…

平

水

嘴
モ

…

ミ
ツ
キ
ハ

…

絶

壁

…

タ
カ
キ

イ
ハ

オ
ホ
ム
子

…
大

抵
…

茫

洋

瀰

漫

一

山

地
ヲ

…

…
為
ス

…
東

…

春
風
館
本
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表
3
（
2
）　

西
本
本
振
り
仮
名
及
び
春
風
館
本
振
り
仮
名
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
➀
紙
12
行
～
第
②
紙
10
行
）

墨
付
第
②
紙

墨
付
第
➀
紙

該
当
す
る
紙

の
位
置
（
西
本

本
）

行
１
字
右

右
下

９
行

～

字
右

字
右

９
行
３
字
右

右
下

８
行

～

字
左

７
行
２
～

字

５
行

～

字
左
右

字
右
下

５
行
１
字
右
下

３
行
４
字
右

７
字
右
下

２
行

字
右
下

行
４
～
５
字
左

該
当
す
る
行
、
字
の
位
置
（
西
本
本
）

可
キ

己
ニ

也
…

オ
モ

…
遐

擧

之

想
ヒ

…

…
盡
ト
ク

…

…

流

峙

勝

状

…

ス
グ
レ
タ
ル
カ
タ
チ ソ

ウ

ジ
ヨ
ウ

サ
イ

…

自

此

以

東

層

蔤

畳

嶂

其

最

高

頂
ヲ

カ
サ
ナ
ル

小
ヤ
マ

カ
サ
ナ
ル

タ
カ
ヤ
マ

イ
リ
エ

ワ
タ
ス

…

有

灣

架

橋
ヲ

橋

與

灣

…

東

…

ト
ウ
ク

如
シ

可
乄

遐

観
ル

而

不
ル

可

到
ル

者
ノ

…

…
隠

見
ス

…

カ
ス
カ
ニ

ミ
エ

…

爲
ス

竒

構
ト

…

西

本

本

ベ
ケ
ン

可

己
ニ

也
…

カ

キ
ョ

…
遐

擧

之

想
ヒ

…

コ
ト
ゝ
ク

…
盡

… チ

…

流

峙
ノ

勝

状

…

ス
グ
レ
タ
ル

ヨ
リ

コ
レ

サ
イ

…

自

此

以

東

層

蔤

畳

嶂

其

最

高

頂
ヲ

カ
サ
ナ
ル

小
ヤ
マ

タ
ゝ
メ
ル

タ
カ
ヤ
マ

イ
チ
ノ
イ
タ
ダ
キ

ワ
ン

カ
ス

…

有

灣

架

橋
ヲ

橋
ト

與

灣

…

イ
リ
エ

ワ
タ
ス

東
ニ

…

ト
ウ
ク
ミ
ル

如
シ

可
乄

遐

観

而

不
ル

可
ラ

到
ル

者
ノ

…

…
隠

見
シ

…

カ
ス
カ
ニ
ミ
エ

…

爲
ス

竒

構
ト

…

メ
ツ
ラ
シ
キ

カ
マ
ヘ

春
風
館
本
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表
3
（
3
）　

西
本
本
振
り
仮
名
及
び
春
風
館
本
振
り
仮
名
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
②
紙
11
行
～
第
➂
紙
10
行
）

墨
付
第
➂
紙

墨
付
第
②
紙

該
当
す
る
紙

の
位
置
（
西
本

本
）

行

字
～

行
１
字

９
行

～

字
右

９
行
３
字
右
、
４
字
右
下
、
６
字
左
右

８
行

字
左

７
行
９
～

字
右
、

字
右
下
～

字

６
行
８
字
右
下
、

～

字
右

５
行

～

字
左

４
行

字
右
、

字
左

３
行
５
～
６
字
右

９
字
左

行

字
～

行
１
字
右

該
当
す
る
行
、
字
の
位
置
（
西
本
本
）

カ

…
頗
ル

為

佳

處
ト

…

ヨ
キ

ザ

シ
カ
リ

…
坐

可

盤

旋
ス

陶

釣

然
…

ス
エ
モ
ノ
ツ
ク
リ
ノ
ダ
イ

ガ
イ

…
蓋

如
ク

開
ク
カ

繖
ヲ

…

…
榻
ハ

一

坐エ
ン
ザ

テ
イ

…
為

坵

段
ヲ

所

謂

梯

田

…

ダ
ン
ゝ
ゝ
シ
キ
リ

…

北

過
ク

三

橋
ヲ

自
リ

此
…

メ
グ
リ

…
遶

山

足
ヲ

…

…
翳

然
…

シ
ゲ
リ
オ
ホ
フ

…

湛

蕩

有

二

嶼

…

タ
タ
ヘ

小
シ
マ

ラ
ン

マ
ン

…

爛

熳

…

サ
キ
ミ
チ

西
本
本

…
頗
ル

為

佳

處
ト

…

ザ

キ
ン

…
坐

可
シ

盤

旋
ス

如
ク

陶

釣

然
リ

…

ス
エ
モ
ノ
ツ
ク
リ
ノ
ダ
イ

サ
ン

…
蓋

如

開
ク
カ

繖
ヲ

…

カ
ラ
カ
サ

…
榻
ハ

一

坐

キ
ウ

ダ
ン

テ
イ

…
為

坵

段
ヲ

所

謂
ル

梯

田
ナ
リ

…

ダ
ン
ゝ
ゝ
シ
キ
リ

ヨ
リ

コ
レ

…

北
ノ
方

過
ク

三

橋
ヲ

自

此
…

メ
グ
リ

…
遶

山

足
ヲ

…

フ
モ
ト

エ
イ

…
翳

然
…

シ
ゲ
リ

タ
ン

タ
ウ

…

湛

蕩

有

二

嶼

…

タ
タ
ヘ

…

爛

熳

…

サ
キ
ミ
チ

春
風
館
本
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表
3
（
4
）　

西
本
本
振
り
仮
名
及
び
春
風
館
本
振
り
仮
名
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
➂
紙
11
行
～
第
⑤
紙
6
行
）

墨
付
第
⑤
紙

墨
付
第
④
紙

墨
付
第
➂
紙

該
当
す
る
紙

の
位
置
（
西
本

本
）

６
行
６
～
７
字

行

字
右

行
４
～
５
字
右

行
８
字
右
下

６
行

字
左

５
行

字
右
、

～

字
左

５
行
６
字
右

４
行

～

字
右
下

３
行
１
字
右
下

行

～

字
右

該
当
す
る
行
、
字
の
位
置
（
西
本
本
）

…

爽

塏
…

サ
ハ
ヤ
カ
ニ
タ
カ
ク

イ
タ
ル

…

抵

跨

虹
ニ

…

…

遮

蔽
セ

…

サ
ヘ
キ
リ

オ
ホ
ハ
ン

ナ
ゝ
メ
ニ

…

迤

見

映

波

昇

仙
ノ

二

橋
ヲ

…

…

連

亘
…

ツ
ラ
ナ
リ ツ

ク
ル

…
所

造

也

或
ハ

云
フ

往

昔
ム
カ
シ

…

凛

然
タ
リ

…

ハ
ク

…

剥

落
ク

…

ハ
ゲ
オ
チ

到
リ

看

花

榻
ニ

…
ツ
ラ
子

ウ
エ

…
分
チ

三

區

各

列

植

ミ
シ
キ
リ

西

本

本

…

爽

塏
…

…

抵
ル

跨

虹
ニ

…

シ
ヤ

ヘ
イ

…

遮

蔽
セ

…

サ
ヘ
キ
リ

オ
ホ
ハ
ン

ナ
ゝ
メ
ニ

…

迤

見
ル

映

波

昇

仙
ノ

二

橋
ヲ

…

…

連

亘
…

ツ
ラ
ナ
リ

ツ
ゝ
キ

…
所

造
ル

也

或
ハ

云
フ

往

昔
…

リ
ン

…

凛

然
タ
リ

…

ハ
ク

…

剥

落
シ

…

ハ
ゲ
オ
チ

到
ル

看

花

榻
ニ

…

ク

…
分
チ

三

區

各

列
子

植

ミ
シ
キ
リ

春
風
館
本
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表
3
（
5
）　

西
本
本
振
り
仮
名
及
び
春
風
館
本
振
り
仮
名
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
⑤
紙
7
行
～
第
⑥
紙
1
行
）

墨
付
第
⑥
紙

墨
付
第
⑤
紙

該
当
す
る
紙

の
位
置
（
西
本

本
）

１
行
１
字
左

行

字
左
下
、

～

字
左

字
右
右
下

行

字
右
右
下

行

字
右
右
下
、

字
右
右
下

行
２
～
３
字
右
、
４
～
５
字
左
、

７
字
右
右
下
、
９
字
右
下

９
行
３
～
４
字
左

８
行
９
～

字
左
右

８
行
１
～
４
字
左

７
行

字
右
右
下
、

～

字
左
、

字
右
右
下

７
行
１
字
右
、
５
字
右
下

該
当
す
る
行
、
字
の
位
置
（
西
本
本
）

二
閘
ト

…

ヒ
…
下
ル

磴
ヲ

數

十

級

忽
チ

下

墜

…

ク
ダ
リ

ヨ
ロ
シ
カ
ラ

…
莫
乄

不
ル

冝

… カ
ケ
シ

ス
ナ
ハ
チ

オ
カ
ス

…

謂
ヘ
ラ
ク

盍
シ

既
ニ

景

迺

岡

結

キ
ハ
メ

ス
カ
タ
ヲ

ノ
カ
ル
ゝ

一

極

態

奇

勝

無
シ

遁

者
於
テ

是
ニ

乎
…

ス
ク
レ
タ
ル

桃

花

彌

望
…

ミ
ヘ
ワ
タ
リ

ヲ

ウ

ア

ヒ

…

欵

乃

陸

續

…

フ
ナ
ウ
タ

樵

路

釣

磯
…

キ
コ
リ
ミ
チ

ツ
リ
イ
ソ

ト
ツ
ク

チ
カ
ク

…

遠
乄
ハ

之

丹

宮

紺

宇

邇
乄
ハ

之

ミ
ヤ

テ
ラ

ヒ
ラ
ケ
テ

闢

而

山

嶂

連
ナ
リ

平

川
西

本

本

二
閘
ト

…

ツ
イ

…
下
ル

磴
ヲ

數

十

級

忽
チ

下

墜
ス

…

ダ
ン

…
莫
乄

不
ル

冝
カ
ラ

…
カ
ケ
シ

…

謂
ヘ
ラ
ク

盍
シ

既
ニ

景

迺
チ

岡
シ

結

一

極

態

奇

勝

無
シ

遁
ル

者
於
テ
カ

是
ニ

乎

…

桃

花

彌

望
…

…

欵

乃

陸

續
ス

…

樵

路

釣

磯
…

チ
カ

…

遠
ク
ハ

之

丹

宮

紺

宇

邇
ク
ハ

之

ミ
ヤ

テ
ラ

闢
ケ
テ

而

山

嶂

連
ル

平

川

春
風
館
本
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表
3
（
6
）　

西
本
本
振
り
仮
名
及
び
春
風
館
本
振
り
仮
名
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
⑥
紙
2
行
～
11
行
）

墨
付
第
⑥
紙

該
当
す
る
紙

の
位
置
（
西
本

本
）

行
９
字
右
下

行
９
字
右
右
下

９
行

字
右
、

字
右
下

８
行

字
右
右
下

７
行
１
字
左
、
２
字
右

６
行

字
右
右
下

５
行

字

５
行
１
字
右
右
下

４
行
９
字

２
行
２
～
３
字

該
当
す
る
行
、
字
の
位
置
（
西
本
本
）

…
可
シ

呼
ヒ

取
ル

也
…

…
抵
ル

超

然

居
ニ

…
與

水

迂

回
シ

有

橋
…

コ
ユ

…
踰

獨

梁
ヲ

…

オ
チ

崖

隤

…

キ
シ

シ
タ
ガ
ヒ

…

循

岸
ニ

…

…
積

翠

巌

突

起
乄

…

ム
ヘ
ナ
ル
カ
ナ

宜

哉

…

…
激

射

…

ハ
キ

…
屈

曲
乄

…

西

本

本

…
可
シ

呼
ヒ

取

也
…

イ
タ
ル

…
抵

超

然

居
ニ

ト
…
與

水

迂

回
ス

有

橋
…

…
踰
ユ

獨

梁
ヲ

…

ク
ヅ
レ

崖

隤

…

…
循
テ

岸
ニ

…
ト
キ

…
積

翠

巌

突

起
乄

…

宜
ヘ
ナ
ル
カ
ナ

哉

…

…

激

發
シ

…

ケ
ハ
シ
ク

…
屈

曲
乄

…

マ
ガ
リ

春
風
館
本
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表
3
（
7
）　

西
本
本
振
り
仮
名
及
び
春
風
館
本
振
り
仮
名
対
照
表
（
西
本
本
墨
付
第
⑦
紙
1
行
～
11
行
）

○
頼
古
楳
箱
書

（
蓋
表
）

墨
付
第
⑦
紙

該
当
す
る
紙

の
位
置
（
西
本

本
）

行
２
字
右

行
５
～
７
字
右
、
９
字
右
下
、

～

字
左

行
１
字
右
下
、
３
～
４
字
右

９
行
９
字
右
下
、

字
右
下

８
行

字
右
下
、

字
～
９
行
１
字
左

右９
行
１
字
右
下

７
行
５
字
右
下
、
７
～
８
字
左
、

字

右
下

６
行
１
字
右
右
下
、
４
字
右

３
行
１
～
８
字

２
行

字
右
右
下

１
行
８
字
右
下
、

字
右
右
下

該
当
す
る
行
、
字
の
位
置
（
西
本
本
）

ト
ナ
フ

西

稱

之
ニ

…
弓

統
ノ

演

場

在

偃

松
ノ

後
ニ

…

ユ
ミ

テ
ツ
ホ
ウ

ケ
イ
コ

イ
ザ
リ
マ
ツ

テ
イ

タ
ウ

列
子

植
ユ

棣

棠
ヲ

…

ヤ
マ
ブ
キ

カ
ク

エ
ツ

…
為

較

閲

所

其

南

…

ゴ
ラ
ン

…
南

北
ハ

蜿

蜒

…

ヨ
コ
ニ

ノ
ビ
タ
ル

ラ
チ
ト

…
為

調

馬

場

…
為

埒

バ
ゝ

穿
ツ

一

門
ヲ

為

別

境
ト

…

蟾

橋
ト

即
チ

為

清

風
ノ

西

軒
ト

…

…
達
ス

石

キ
ト
ス

…
其

形

可
シ

奇

…

西

本

本

西

稱
フ

之
ニ

エ
ン

…
弓

統
ノ

演

場

在
リ

偃

松
ノ

後
ニ

…

ユ
ミ

テ
ツ
ホ
ウ

ケ
イ
コ

ウ
シ
ロ

列

植
ユ

棣

棠
ヲ

…

ヤ
マ
ブ
キ

カ
ク

エ
ツ

…
為
ス

較

閲

所

其

南
モ

…

ゴ
ラ
ン

エ
ン

エ
ン

…
南

北

蜿

蜒
タ
ル

…

ヨ
コ
ニ

ラ
チ
ト

…
為
ス

調

馬

場
ト

…
為
ス

埒

ウ
ガ
ツ穿

一

門
ヲ

為
ス

別

境
ト

…

セ
ツ
ス

ア
タ
ル

蟾

橋

接

橋

即
チ

當

清

風
ノ

西

軒
ニ

…

ト

…
與

石

…
其

形
チ

可
シ

奇
ト
ス

…

春
風
館
本
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○
頼
古
楳
箱
書

　
　

（
蓋
表
）

　
　

（
蓋
裏
）

○
頼
古
楳
跋
文

図 7（ 1）　頼古楳箱書
（蓋表）

図 7（ 2）　頼古楳箱書
（蓋裏）

表 4　頼古楳跋文データ

資料名称 数量 寸　法（cm） 材質、形状

頼古楳跋文 1枚
縦 25.5 
横 96.4

紙本墨書、まくり、表紙等なし 
料紙 1枚、関坊印 1、落款 2（朱地白文 1、白地朱文 1 ）

（
関
防
印
）

此
春
水
先
生
縮
景
園
記

真
蹟
偶
客
来
示
焉
正
楷

嚴
粛
且
施
訓
點
蓋
欲

便
讀
者
其
注
意
周
致
無

應
於
其
為
人
矣
園
為

舊
藩
主
別
墅
乃
遣
人

所
於
而
圖
中
山
巒

樹
石
池
渚
島
嶼
橋
梁

亭
榭
各
有
其
名
然
知

立
者
殆
稀
矣
静

讀
此
文
徐
觀
勝
景

其
快
感
将
抑
如

邪
覧
後
即
辯
一

辞
為
跋
且
以
證
其

真
　

丙
辰
首
夏
於
嶺
松

　

盧

　
　

玄
孫
元
緒
識

　
　
　

（
白
文
印
）
（
朱
文
印
）

縮
景
園
記
及
図
巻

丙
辰
夏
五
月
初
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
元
緒
題

（
朱
地
白
文
角
印
2
顆
）
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お
わ
り
に

　

上
記
の
記
述
の
要
約
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

（
1�

）
西
本
本
は
、
文
化
三
年
六
月
下
旬
～
七
月
中
旬
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
、
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
の
自
筆
草
稿
で
あ
る
。

　

（
2�

）
西
本
本
は
、
頼
春
水
に
よ
る
「
縮
景
園
記
」
執
筆
、
推
敲
過
程
の
な
か
で
、
春

風
館
本
系
草
稿
よ
り
早
期
に
執
筆
さ
れ
た
草
稿
で
、
春
風
館
本
系
草
稿
と
異

な
る
系
統
の
稿
本
で
あ
る
。

　

（
3�

）
西
本
本
に
は
、
2
次
に
わ
た
る
推
敲
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

（
4�

）
西
本
本
と
他
の
諸
本
の
比
較
に
よ
っ
て
、「
縮
景
園
記
」
成
稿
ま
で
の
執
筆
・

推
敲
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
に
（
3
）（
4
）
に
係
っ
て
は
、
翻
刻
本
で
あ
る
浅
野
文
庫
本
及
び
草
稿
を
書
写
し

た
と
推
定
さ
れ
る
倉
員
本
は
も
と
よ
り
春
風
館
本
に
も
推
敲
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
西
本
本
は
、「
縮
景
園
記
」
執
筆
に
対
す
る
、
一
字
一
音
も
疎
か
に
し
な

い
頼
春
水
の
取
組
姿
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
資
料
と
評
価
で
き
る
。
今
後

さ
ら
に
、
西
本
本
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
他
の
稿
本
の
比
較
検
討
、「
広
島
頼
家
関
係

資
料
」（
22
）
に
伝
わ
る
他
の
頼
春
水
執
筆
稿
本
類
と
の
比
較
、
広
島
頼
家
に
伝
わ
る
草

稿
類
と
の
料
紙
の
用
法
等
の
観
点
に
基
づ
く
比
較
な
ど
を
と
お
し
て
、
頼
春
水
の
文

学
に
対
す
る
理
解
と
認
識
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
は
十
九
世
紀
初
頭
の
縮
景
園
の
具
体
像
を
伝
え
る

重
要
な
歴
史
資
料
、
近
世
広
島
の
文
化
を
象
徴
す
る
縮
景
園
及
び
頼
春
水
に
係
る
貴

重
な
作
品
で
あ
り
、
西
本
本
は
こ
の
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
に
係
る
新
発
見
資
料
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
析
に
よ
っ
て
、
広
島
の
近
世
文
学
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
る
。

　

本
稿
が
頼
春
水
の
作
品
を
始
め
と
す
る
近
世
広
島
の
文
学
、
縮
景
園
及
び
本
県
歴

史
と
文
化
の
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
擱
筆
す
る
。

注1�　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
広
島
県
教
育
委
員
会
報
道
提
供
資
料
（
広
島
県
教
育
委

員
会
H
P
）
。

2�　

白
井
「
速
報　

縮
景
園
図
巻
・
縮
景
園
記
稿
本
に
つ
い
て
」　

公
益
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念

文
化
財
団
『
雲
か
山
か
』
第
一
二
一
号　

令
和
四
年
三
月
。

3�　

江
戸
時
代
の
縮
景
園
に
関
わ
る
文
芸
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
役
所
編
『
新
修
広
島
市

史
』
第
四
巻　

文
化
風
俗
史
編
（
昭
和
三
十
三
年
）
を
、
縮
景
園
に
関
わ
る
文
芸
活
動
及
び
同

文
芸
活
動
で
制
作
さ
れ
た
文
学
作
品
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
編
『
縮
景
園
史
』（
昭

和
五
十
八
年
。
以
下
「
園
史
」
と
い
う
。）第
三
編
「
縮
景
園
に
関
す
る
芸
文
」
及
び
頼
祺
一
「
縮

景
園
寄
題
詩
文
に
つ
い
て
」（
園
史
第
三
編
所
収
。
）を
参
照
。
ま
た
、
白
井
「
「
浅
野
候
別
邸
泉

邸
図
」
に
つ
い
て
ー
新
発
見
の
縮
景
園
全
景
図
―
」（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
『
広
島
県
立
歴

史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
九
号　

平
成
二
十
九
年
）
も
縮
景
園
の
改
修
と
関
連
し
た
文
芸

活
動
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

�　

な
お
、
同
時
期
の
庭
園
文
学
に
つ
い
て
は
、
今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
と
文
学
〈
描
写
〉
と
〈
こ

と
ば
〉
の
江
戸
文
化
史
』　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
十
一
年
十
月
、
福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の

学
術
と
文
芸
の
研
究
』（
下
）　

昭
和
十
二
年
（
復
刻　

原
書
房　

昭
和
五
十
一
年
）
。

4�　

頼
春
水
「
春
水
日
記
」（
木
崎
愛
吉
、
頼
成
一
共
編
『
頼
山
陽
全
書
』
附
録　

頼
山
陽
先
生
遺

蹟
顕
彰
會　

昭
和
六
年
。
）
文
化
三
年
四
月
十
九
日
条
。

5�　

「
春
水
日
記
」
文
化
三
年
八
月
二
十
四
日
条
。
な
お
、
提
出
後
、
頼
春
水
は
浅
野
重
晟
か
ら

「
御
肴
」
を
拝
領
し
て
い
る
（
頼
梅
颸
「
梅
颸
日
記
」（
前
掲
『
頼
山
陽
全
書
』
附
録
。
）
文
化
三
年

八
月
二
十
七
日
条
）
。

6�　

「
所
々
絵
図
御
泉
水
図
」
の
な
か
の
平
面
図
（
文
化
五
～
六
年
（
一
八
〇
八
～
一
八
〇
九
）

頃
の
制
作
か
。
広
島
市
立
中
央
図
書
館
保
管
。
広
島
県
立
美
術
館
『
知
ら
れ
ざ
る
サ
ム
ラ
イ
・

ア
ー
ト　

大
名
庭
園
展
』（
平
成
二
十
一
年
）
に
「
所
々
絵
図
御
泉
水
図
」
の
名
称
で
所
収
。
）

は
縮
景
園
と
「
流
芳
軒
」
地
区
を
色
彩
で
明
瞭
に
区
分
し
て
い
る
。

7�　

広
島
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
及
び
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
本
（
橋
本
家
文
書
）
。
前
掲

（
3
）
園
史
所
収
の
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」（
園
史
71
頁　

三
号
）
の
本
文
は
こ
の
刊
本
が
底

本
で
あ
る
。
奥
付
は
無
い
が
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
に
貼
付
さ
れ
た
貼
紙
に
「
大

正
十
五
年
五
月
二
十
六
日
東
宮
殿
下
泉
邸
へ
御
行
啓
ノ
節
接
待
委
員
御
手
傳
ノ
紀
念
品
ト
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シ
テ
写
真
ト
共
ニ
頂
戴
ス
」
と
あ
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に

浅
野
家
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
者
は
浅
野
家
と
推
定
さ

れ
る
。
園
史
も
底
本
を
「
浅
野
家
蔵
版
か
」
と
推
定
し
て
い
る
。

　

�　

な
お
、
刊
本
は
底
本
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
浅
野
家
が
自
ら
所

有
す
る
稿
本
を
翻
刻
す
る
の
は
当
然
に
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
述

す
る
各
本
の
異
同
に
つ
い
て
の
分
析
の
結
果
も
、
浅
野
文
庫
本
は
西

本
本
及
び
春
風
館
本
系
草
稿
よ
り
も
執
筆
・
推
敲
過
程
上
で
か
な
り

後
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

8�　

個
人
蔵
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
保
管
。
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念
文

化
財
団
編
『
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
開
館
七
周
年
記
念
企
画
展　

江
戸

時
代
広
島
の
風
景
展
』（
平
成
十
四
年
）
。
デ
ー
タ
は
表
5
の
と
お
り
。

　

�　

な
お
前
掲（
3
）
園
史
所
収
の
頼
春
水
著
「
縮
景
園
記
」
の
訓
点
・
返

り
点
は
春
風
館
本
が
底
本
で
あ
る
。

9�　

橋
本
家
文
書
（
個
人
蔵
、
広
島
県
立
文
書
館
寄
託
）
。

10�　

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
。
前
掲
（
8
）『
江
戸
時
代
広
島
の
風
景

展
』
。

11　

西
本
本
を
橋
本
本
底
本
と
推
測
す
る
根
拠
は
次
の
と
お
り
。

　

〇�「
2　

資
料
の
概
要
」「
（
5
）　

料
紙
の
形
状
、
文
の
体
裁
等
」「
ウ　

文
に
対
す
る
修
正
」
で
示
す
西
本
本
第
1
次
①
修
正
及
び
同
②
修

正
に
係
る
箇
所
の
字
が
、
橋
本
本
と
西
本
本
は
一
致
し
て
い
る
こ

と
。

　

〇�

同
じ
く
「
2　

資
料
の
概
要
」「
（
5
）　

料
紙
の
形
状
、
文
の
体
裁

等
」「
ウ　

文
に
対
す
る
修
正
」
で
示
す
西
本
本
第
1
次
③
修
正
及

び
同
④
修
正
並
び
に
第
2
次
修
正
に
係
り
、
添
書
に
よ
り
修
正
又

は
挿
入
内
容
が
示
さ
れ
た
箇
所
（
十
四
か
所
）
の
う
ち
、
橋
本
本
で

は
、
西
本
本
で
添
書
さ
れ
た
字
を
本
文
に
挿
入
し
た
箇
所
七
か
所
、

本
文
の
字
を
添
書
さ
れ
た
字
に
書
き
換
え
た
箇
所
二
か
所
、
本
文

で
は
挿
入
や
書
き
換
え
を
せ
ず
西
本
本
の
添
書
も
示
し
て
い
な

い
が
頭
書
で
「
一
作
」
と
し
て
西
本
本
で
添
書
し
て
い
る
字
を
記

述
し
た
箇
所
四
か
所
及
び
西
本
本
で
添
書
が
抹
消
さ
れ
橋
本
本

で
も
本
文
に
反
映
し
て
い
な
い
箇
所
一
か
所
が
あ
り
、
橋
本
本
が

西
本
本
の
添
書
を
見
な
が
ら
、
箇
所
ご
と
に
措
置
を
変
え
た
と
思

わ
れ
る
こ
と
。

　
　

�　

な
お
、
橋
本
本
は
第
2
次
修
正
を
反
映
し
て
お
り
、
春
風
館
本

系
草
稿
が
橋
本
本
底
本
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

〇�「
2　

資
料
の
概
要
」「
（
6
）　

「
縮
景
園
記
」
執
筆
・
推
敲
過
程
に
お
け
る
西
本
本
の
位
置

付
け
」
で
示
す
1
類
相
違
点
及
び
2
類
相
違
点
計
十
四
か
所
（
四
十
字
）
の
う
ち
十
か
所

（
三
十
五
字
）で
橋
本
本
は
西
本
本
と
一
致
し
て
お
り
、
浅
野
文
庫
本
よ
り
西
本
本
に
近
い

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

〇�

西
本
本
と
同
様
、
橋
本
本
で
も
第
2
部
表
題
で
あ
る
「
二
」
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
。

　

〇�

橋
本
本
奥
書
に
「
右
春
水
翁
所
撰
稿
本
幷
啚
二
巻
顴
於
小
島
篠
水
許
」
と
あ
り
、
橋
本
本

底
本
と
「
啚
」
が
と
も
に
あ
る
状
況
は
西
本
本
と
「
縮
景
園
図
巻
」
が
一
緒
に
伝
来
し
て
い

る
状
況
と
合
致
す
る
こ
と
、
西
本
本
と
同
一
段
階
の
草
稿
で
西
本
本
と
同
様
に
図
と
一
緒

に
伝
来
し
て
い
る
本
が
ほ
か
に
あ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
。

　

�　

橋
本
吉
兵
衛
は
、
西
本
本
を
書
写
す
る
に
当
た
り
、
西
本
本
で
指
示
す
る
頭
書
そ
の
他
の

挿
入
、
修
正
を
施
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

�　

ま
た
、
西
本
本
と
橋
本
本
で
用
い
て
い
る
字
が
違
う
箇
所
（
十
八
か
所
）
が
あ
る
の
は
、
誤

写
に
よ
る
場
合
や
あ
え
て
分
か
り
や
す
い
字
を
用
い
た
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

12�　

春
風
館
本
本
文
と
倉
員
本
の
文
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
筆
跡
は
異
な
り
、
書
体
も
異
な
っ

て
い
る
。
前
掲
（
8
）『
江
戸
時
代
広
島
の
風
景
展
』
も
倉
員
本
が
写
し
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
。

13�　

広
島
頼
家
関
係
資
料
（
通
称
「
杉
ノ
木
資
料
」
。
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
。
）
に
「
縮
景
園
記
」

草
稿
は
残
さ
れ
て
い
な
い（
広
島
県
教
育
委
員
会
『
広
島
頼
家
関
係
資
料
目
録
』（
令
和
三
年
））

が
、
推
敲
中
の
草
稿
が
作
者
の
下
に
残
る
の
は
当
然
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
藩
主
別
邸
に
係
る

文
の
草
稿
を
安
易
に
第
三
者
に
提
供
す
る
と
は
想
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
西
本
本
も
本
来

は
頼
春
水
が
保
管
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

�　

西
本
本
が
広
島
頼
家
か
ら
流
出
し
た
時
期
は
、
前
掲
（
11
）
橋
本
本
奥
書
が
橋
本
本
底
本
は

広
島
の
個
人
の
所
蔵
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
及
び
同
じ
く
橋
本
家
奥
書
が
橋
本
本

は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
月
二
十
五
日
書
写
と
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
以
前
、
頼
聿
庵
（
一
八
〇
一
～
一
八
五
六
）
又
は
頼
誠
軒
（
一
八
二
九

～
一
八
九
四
）
の
と
き
と
推
測
さ
れ
る
。

14�　

別
稿
「「
縮
景
園
図
巻
」
に
つ
い
て
ー
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
に
係
る
歴
史
資
料
―
」
参
照
。

15�　

前
掲
（
11
）
橋
本
本
奥
書
に
「
春
水
翁
所
撰
稿
本
幷
啚
二
巻
」
と
あ
る
こ
と
に
拠
る
。

16�　

頼
古
楳
跋
文
（
112
ペ
ー
ジ
）
。
頼
山
陽
史
跡
資
料
館　

頼
祺
一
名
誉
館
長
、
花
本
哲
志
主
任

学
芸
員
及
び
渡
部
史
之
主
任
学
芸
員
（
当
時
）
か
ら
も
頼
春
水
筆
と
指
摘
を
受
け
た
。

17�　

両
印
の
デ
ー
タ
は
次
の
と
お
り
。

　

�　

「
惟
完
頼
印
」　
　
　

朱
地
白
文　

篆
書　

縦
二
・
二
セ
ン
チ
×
横
二
・
二
セ
ン
チ

　
　

「
松
風
竹
日
草
盧
」　

朱
地
白
文　

篆
書　

縦
二
・
三
セ
ン
チ
×
横
二
・
四
セ
ン
チ

18�　

西
本
本
落
款
「
惟
完
頼
印
」
の
印
影
は
、
現
存
す
る
頼
春
水
の
印
章
「
惟
完
頼
印
」
の
印
影

（
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
編
『
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
開
館
十
四
周
年
記
念
特
別
展　

表 5　春風館本データ

外題 数量 寸法（墨付き、㎝） 材質、形状

縮景園記 1冊
縦 26.4
横 19.7
厚  0.5

紙本墨書（書体　楷書）、冊子装、粘葉装、袋綴　大和綴　表紙裏表紙共紙 
外題表紙直書、後、別に題箋貼付 
紙数 9丁（うち文 7丁）　 6行／半丁　18字／行　匡郭なし
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“
詩
豪
”頼
春
水
～
そ
の
生
涯
と
書
～
』（
平
成
二
十
一
年
）
K
22
）
に
、
西
本
本
落
款
「
松
風
竹

日
草
盧
」
の
印
影
は
同
じ
く
現
存
す
る
印
章
「
松
風
竹
日
草
盧
」
の
印
影
（
前
出
『“
詩
豪
”
頼

春
水
』
K
43
）と
一
致
す
る
。

　

�　

な
お
、
印
章
「
惟
完
頼
印
」
及
び
印
章
「
松
風
竹
日
草
盧
」
の
デ
ー
タ
は
、
前
掲
（
13
）『
広
島

頼
家
関
係
資
料
目
録
』
器
物
部
番
号
44
印
章
「
惟
完
頼
印
」
及
び
器
物
部
番
号
65
印
章
「
松
風

竹
日
草
盧
」
参
照
。

19�　

西
本
本
落
款
「
惟
完
頼
印
」
の
印
影
は
右
下
角
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
西
本
本
落

款
「
松
風
竹
日
草
盧
」
の
印
影
の
下
部
も
少
し
削
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
現
存
す

る
印
章
「
惟
完
頼
印
」
及
び
印
章
「
松
風
竹
日
草
盧
」
に
も
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
損
傷
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
損
傷
は
頼
春
水
の
遺
言
に
よ
り
頼
春
水
遺
族
が
付
け
た
と
伝
承
さ
れ
て
お
り

（
前
掲
（
18
）『“
詩
豪
”頼
春
水
』
。
市
島
春
城
『
随
筆
頼
山
陽
』　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

大
正

十
四
年
。
）
、
こ
の
伝
承
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
西
本
本
の
落
款
は
頼
春
水
死
後
、
広
島
頼
家
の

者
に
よ
っ
て
損
傷
し
た
印
章
を
用
い
て
捺
印
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
　

捺
印
し
た
者
は
頼
聿
庵
又
は
頼
誠
軒
と
思
わ
れ
る
。

20�　

頼
春
水
は
、
拝
命
後
、
文
化
三
年
四
月
二
十
五
日
（
「
梅
颸
日
記
」
文
化
三
年
四
月
二
十
五

日
条
）
及
び
六
月
十
九
日
（
「
春
水
日
記
」
文
化
三
年
六
月
十
九
日
条
、「
梅
颸
日
記
」
文
化
三

年
六
月
十
九
日
条
）に
縮
景
園
を
拝
観
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
縮
景
園
拝
観
の
後
に
「
縮
景
園
記
」

執
筆
に
本
格
的
に
着
手
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ま
た

　

○�

2
類
相
違
点
が
あ
る
こ
と
か
ら（
表
3
）、
西
本
本
第
2
次
修
正
か
ら
浅
野
文
庫
本
底
本（
完

成
本
）
成
立
ま
で
の
間
で
数
次
の
校
正
・
修
正
作
業
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と

　

○�

頼
春
水
が
文
化
三
年
七
月
十
八
日
に
「
記
文
」（
「
縮
景
園
記
」
）
を
青
木
の
も
と
に
持
参
し

（
「
春
水
日
記
」
文
化
三
年
七
月
十
八
日
条
）
、
七
月
二
十
二
日
に
「
記
文
」
に
つ
い
て
青
木

を
訪
ね
た
（
「
春
水
日
記
」
文
化
三
年
七
月
二
十
二
日
条
）
後
、
八
月
十
七
日
及
び
二
十
日

に
「
浄
写
」
し
た
（
「
春
水
日
記
」
文
化
三
年
八
月
十
七
日
条
及
び
八
月
二
十
日
条
）
上
で
八

月
二
十
四
日
に
「
縮
景
園
記
」
を
提
出
し
て
い
る
こ
と

　

○�

西
本
本
を
始
め
と
す
る
稿
本
及
び
浅
野
文
庫
本
に
「
文
化
三
年
七
月
撰
」
と
あ
る
こ
と

　

�

か
ら
、
頼
春
水
が
「
縮
景
園
記
」
の
「
浄
写
」
に
着
手
し
た
八
月
十
七
日
よ
り
前
、
七
月
に
は

西
本
本
が
成
立
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

21�　

透
過
光
観
察
で
天
地
方
向
に
走
行
す
る
簀
の
目
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
観
察
は

行
っ
て
い
な
い
。

22�　

前
掲
（
13
）
。
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